
テーマ：活気のある千代川町のまちづくりについて
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わがまちトークで頂いた意見・要望等と回答について
日時：Ｒ２．２　．８　　　 PM　７　：　３０　　
会場：千代川町自治会館　

意見・要望などの概要 当日回答内容 所管
対応

○たわわ朝霧や道の駅のようなスペースづくり
について
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駐車場の完備された大規模な施設を、千代川
インター付近につくったらどうか。
また、地元産物を使った飲食店や子どもたち
が遊べるスペース、避難所にもなる総合ア
ミューズメント施設をつくったらどうか。

ほ場整備を絡めて農業に活気が出るようにし
てほしい。

何を作ってどのように売り、後継者をどのよう
に育てるか。また、千代川町のほ場整備も含
め、地域の農業をどう進めていくのかが課題で
ある。
例えば果物など一つの土地で複数のものを作
り、新しいメニューにチャレンジすることが大事
であり、現在亀岡でも、数カ所でイチゴ作りの
水耕栽培が行われている。
亀岡全体で、いろいろな農産物を生産し、たわ
わ朝霧などで販売しているが、非常に品不足
で、５年で１０億円という目標を定めていたが、
近隣のまちからの仕入れもして、それでも品薄
で困っている。
後継者をしっかり育て、亀岡の農産物が広く提
供できるように考えていかないと施設をつくって
も非常に運営が難しい。
まちの生産能力なども考え、それに見合った販
売所ができるよう、皆さんと一緒に考えていき
たい。

産業建設 〇

○通学路の安全対策について

環境厚生 〇

産業建設 〇

○千代川乗船場について

産業建設 〇

１年を通して水遊びができ、キャンプ・バーベ
キューもできる場所をつくったり、地元産品も
販売できるようにしてほしい。
防犯や近隣住民に（不法投棄など）迷惑をか
けない仕組みづくりを徹底してほしい。
また、京都府と連携する中で、今後観光客に
乗船場に来てもらう施策はあるのか。

施策については、２年かけて亀岡市が考えて
いくということを聞いている。
また建物と船着き場はできるが、川と道路には
影響はないと聞いている。
保津川下りの遊船がそこから出発するというの
は現段階では決まっていない。
観光客にマナーなどしっかりと伝えられるよう
にしていきたい。今は多くの観光客が来るとは
思えないが、少しずつにぎわいができてくると
思う。
また、市議会としても自治会と連携してにぎわ
いをより良いものにしていきたい。
キャンプ・バーベキューなどができる場所につ
いては、河川敷が京都府の管轄であり、それも
踏まえて各関係機関と協議していきたいと思
う。

総務文教 〇
ルートの見直しや防犯対策をしっかり考え、ま
ち全体の安全対策をとってほしい。
また、各通学路の側溝にグレーチングがなく
（特に小林区）、通学時間にもかかわらず、ス
ピードを出す車も多く、非常に危険である。学
校付近のスピード制限や、時間帯に応じた規
制、また、一方通行を実施した方が良いと思
う。
高齢化が進み、免許を返納しても、過ごしやす
いまち・環境づくりをしてほしい。

これからは千代川町のいろいろな土地をどの
ように活用していくのかが課題である。
子どもたちが市道を歩くのは非常に危険であ
り、限界がある。
まちぐるみで見守り隊を増やし、安全対策を強
化したり、１０年後、２０年後の子どもたちやお
年寄りのために歩きやすい、住みやすいまち
づくりをどのように考えていくのかが大切である
と思う。
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環境厚生
〇
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